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今年の公立高校の入試問題を見ると、中３の後期から本格的な受験勉強を始めても間に合わない

といえるほど難易度の高い問題であった。かなり早い時期から基礎固めを始めるべきである。 

国語・試験時間の５０分では解けない量の問題であった。小説は志賀直哉のデビュー作「或る朝」、

何と明治時代の作品である。昨年は川端康成の小説だったので純文学作家から２年続けて出題さ

れた。この傾向はもう少し続くであろう。小説・論説文・古文で時間がかかる理由は、本文に加

えて「生徒の会話」を１ページ程度読ませ、そこからも出題するためである。きちんと読んで解

いたらかなり時間がかかる。さらに作文は資料を読んで２５０字以内で書く問題。これでは時間

が足りないのも当然。かなり訓練が必要。 

社会・記述問題は、昨年以上の量が出題された。資料を見て記述する問題は１７問４２点分であ

る。５０点満点のテストだから相当の割合である。成道館では、夏期講習会から資料を見て記述

する問題の練習を続けていたので、できていたようだ。 

数学・証明も含めて記述（説明）する問題が３問１０点分ある。また、４・５の問題は資料を見、

「生徒の会話」を読んで答える問題だったため時間がかかったようだ。５教科の中では数学がい

ちばん「普通」に思えた。 

理科・記述問題も昨年並みで出題された。図やグラフを見て記述する問題は、合計９問２１点分

で、さらに作図も出題された。昨年は平均点が２０点を下回ったが、今年も同じくらいの難易度

であった。 

英語・英作文がかなり出題された。長い英作文は２文以上が２問７点分。２５語程度の英作文が

１問４点分。３文以上の英作文が１問５点分。１文の英作文が１問２点分。英文の問いに英文１

文で答える問題が２問４点分。合計７問２２点分。空欄に英単語をいくつか入れる問題も数問出

ており、英作文ができないと全く太刀打ちできない。 

以上のように各教科とも資料を見て考えて書く力が必要となっている。定期試験対策で内申点を

稼ぐだけの勉強では公立高校の入試問題は解けない。結局、論理的思考力が必要なのである。そ

して論理的思考力を身につける勉強をすぐにやり始めるべきである。 



６年連続 
難関高校合格率１００％ 

広大附属・国立呉高専・基町・舟入・国泰寺・安古市 

広島城北・崇徳特進・比治山女子特進・AICJ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月・５月の予定 

 

 

 

４月 
３日 新学期授業開始 
８日 中２・３模擬試験 

基町高校  祇園北高校  高陽東高校  崇徳高校特進  崇徳高校進学 

広陵高校  安田女子大学  広島経済大学 

 

大型連休について 

成道館では今年の大型連休は５月３日（水）から５月７日（日）まで５連休にし

ます。５月６日（土）の授業はありません。ご了承ください。 

「聖徳太子」「鎖国」復活！ 

 文部科学省は３１日付で、小中学校の次期学習指導要領と幼稚園教育要領を官報に告示する。２

月に公表した中学校の改定案で現行の「聖徳太子」を「厩戸王」に変更したが、学校現場に混乱を

招くなどとして現行の表記に戻す。 

 現行では小中学校とも「聖徳太子」を授業で扱うと例示しているが、改定案では、人物に親しむ

小学校で「聖徳太子（厩戸王）」、史実を学ぶ中学で「厩戸王（聖徳太子）」に変更した。 

 ただ、改定案公表後のパブリックコメントで呼称変更への批判が相次いだことなどから現行に戻

すことを決めた。 

 改定案で消えた江戸幕府の対外政策である「鎖国」については、幕末の「開国」との対応関係に

配慮して「鎖国などの幕府の対外政策」などとする。 

http://3.bp.blogspot.com/-isqGsljbwEA/UZYlFnRuIJI/AAAAAAAATJc/W1uc_8ec_nc/s800/juken_goukaku_ema.png

